
味深いものである｡

資料 :5
マカカ属3種における血小板数の比較

松揃博敏 (東レ株式会社 ･基礎研究所)

種々のサル類の血液形態学的形状は頬似してお

り.血小板以外の他の血球では有意差は認められ

ないと言われている｡また.血小板は.毛細血管

機能の維持や止血および凝B]反応にかかわる重要

な機能を持つにもかかわらず,そのデータはバラ

ツキが大きく,性差,成長に伴う変化,さらに.

生理的変動については報告は少ない｡

サル類を実験動物として用いる場合,これらを

明らかにすることは必要不可欠である｡そこで,

実験動物として多く用いられているマカカ属のニ

ホンザル,アカゲザル.カニクイザルについて.

血小板数を調べ,3種問での比較およびヒトとの

比較を行った｡

血小板数はニホンザル,アカゲザル,カニクイ

ザルともに.約400000mJであり,ヒトの値150000

から300000mdと比べて高いことが分かった｡しか

し.サルの場合,個体差が非常に大きく,性差,

成長に伴う変動を考察するには,さらに例数を増

やし測定することが必要と思われた｡また,生理

的変動については,一般にヒトでは,妊娠,月経,

運動後,アドレナリン注射後に血小板増加が見ら

れるが,サルにおいて同様な変動が見られるかど

うかについても,今後.例数を追加して調べたい｡

資料 :6

霊長類のLp(8)リポ蛋白に関する研究

安部 彰 (岐阜大学 ･医･臨床検査医学)

Lp(a)リポ蛋白は霊長類にのみ観察されるリ
ポ蛋白である.我々は1986年度から継続して共同

研究を行っている｡現在までの成果は,1)Lp
(a)は旧世界のサルにのみ検出できた｡2)Lp
(a)リポ蛋白の分子サイズはヒトに較べて大き

かった｡3)ニホンザルにおいて若桜,鼠山群の

血清濃度は高いが高浜‡刑ま低かった｡

LP(a)は常染色体優性逝伝をするとされ,そ
の血柄濃度はヒトにおいて0-100mg/dPに分布

し極めて安定している｡今年度は同一のサルにお

いて経年的に採血できたサルの血約Lp(a)渋皮

の変動についてまとめた｡

アカゲザルは中国周,中国撃およびインド群に

ついて1987年から1990年まで毎年秋季健康診断時

にあわせて4回採血した｡ニホンザルは若桜およ

び鼠山群について1988年と199時 に2回採血した｡

中国周.中国執 インド群において検討できた

頭数はそれぞれ17,19,13頭であった｡集団の平

均値と標準偏差値 (SD)はそれぞれ75.0(29.9),

69.7(30.7),110.4(26.6)ng/dCであった｡個

体内の変動を個体ごとに4E)のSDの平均値とし

て計算すると,それぞれ19.0.13.3,13.Omg/dA

となった｡個体と共用のSD比はそれぞれ0.64.

0.43,0.49となり個体の変動率は集団の約1/2と

なった｡

ニホンザルの若桜.鼠山群において検討できた

頭数はそれぞれ22,14頭であった｡集団の平均値

と (SD)はそれぞれ52.9(34.9).35.0(20.9)

ng/dDであった｡2回の平均値とSDはそれぞれ

1.06(19.2),-0.75(8.5)ng/dCであった｡2

回の採血であるので個体内の変動は2年間の差の

SDとして表現すると,それぞれ19.2,8.5mg/dC

となる.したがって個休と鎌田のSD比はそれぞ

れ0.55,0.41となった｡以上の成続からアカゲザ

ル,ニホンザルいずれのLp(a)の個体内変動は
集団の変動に校べて約1/2と極めて小さいことが

わかった｡

ヒトLp(a)はニホンザルと抗原共通性を示し
たので,ヒト抗アポ (a)抗休を用いて血清濃度を

瓢定してきたが,将来ニホンザルの抗原をとり特

異抗体を作製したい｡

資料 :7

赤血球バンド3タンパクの霊長類における多様

性

木村幸彦 ･宇田知司･中島彰一 ･辻 力

(和歌山医大)

ヒト赤血球膜を抗原として,赤血球バンド3タ

ンパクに対する5種のモノクローナル抗休 (抗体

1-5)を作魁した｡これらの抗体は.イムノプ

ロッティングによる解析で,いずれもバンド3タ

ンパクの細胞質アミノ末端領域を認識しているこ

とが示された｡これらの抗体の霊長頬 (チンパン

ジー.オランウータン.アカゲザル.ニホンザル,

クモザル.ノドジロオマキザル)赤血球バンド3
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との交叉反応性をELISAにより検討したところ,

各抗体は異なった交叉反応性を示した｡すなわち,

抗体1は,ヒト以外の霊長類のバンド3とは全く

交叉しなかった｡抗体2は,チンパンジーのバン

ド3とのみ交叉し,抗体3は,チンパンジー,ク

モザル,ノドジロオマキザルのバンド3と交叉し

た｡一方,抗体4と5は,検討した全ての霊長類

のバンド3と交叉した｡

赤血球バンド3のアミノ酸末端領域は,アミノ

酸配列の種属間での保存性が低いことが示されて

おり,最近ヒトの赤血球バンド3においても同領

域にバリアントが存在することが報告されている｡

今回我々が得た結果は,これらの事実とよく一致

しており.霊長頬の進化の過程での変異が,赤血

球バンド3のアミノ末端領域に蓄積していること

を示唆している｡

資料 :8

致種霊長類の歯数異常について

山田 博之 (愛知学院大)

オナガザル科の9種について永久歯の先天性欠

如および過剰歯の出現頻度を調査した｡調査は観

察のみで行い,Ⅹ線による調査は行っていない｡

資料はオナガザル亜科の4種 (M.nemestriTW:

Mn,M.mulata:Mm,M.fasciculalis:Mfa,

M.fuscatafuscata:Mff)の計374個体および
コロブス亜科の5種 (C.badius:CBb,C.zJerzLS:

CBv,C.polyhomos:CBp,SiTniascoTWOlor:

SMc,PresbytispoteTZZlani:PBpo)の計398個

休である｡先天性欠如歯と過剰歯の結果は以下の

ように要約できる｡

先天性欠女噛 の頻度はオナガザル科では種によっ

て,また性によって多少異なるが,おおよそ1%

以下の頻度である｡オナガザル亜科とコロブス亜

科では欠如歯の頻度は大差ない｡メスはオスより

ら,また上顎の方が下顎よりも両亜科とも欠如頻

度は高い傾向がみられた｡

欠如する歯は,切歯は上顎第 1･第2切歯,犬

歯は下顎犬歯,小臼歯は上顎第3小臼歯,大臼歯

は上下顎第3大臼歯であった｡欠如歯数では2歯

欠如した個体 (SMclOO33♀)があった以外はい

ずれも1個体1歯欠如であった｡

過剰歯についてはオナガザル科の9種の中で

PBpoの2個体 (下顎左側第 2切歯,下顎右側第

2切歯)にみられた｡また第4大臼歯が2個体に

存在していた｡1個体 (MmlOO14♂)は上顎左

側と下顎左右側に埋伏の状態で存在し,もう1個

体 (SMc10068♂)は下顎左右側に存在していた｡

オナガザル科における先天性欠如歯の出現部位

の中で,上顎第2切歯と上下顎第3大臼歯はヒト

のそれと類似した現象であるが,上顎中切歯,犬

歯,上顎第3小臼歯にも欠如がみられる点は興味

深い｡これらの歯は欠如の比較的少ない歯で,特

に上顎中切歯は第1大臼歯と並んでヒトでは最も

欠如頻度が少ない歯である.この部位における欠

如はMmとMffの2個体にみられた｡また第3小

臼歯の欠如はMffとSMcの2個体にみられ,これ

らの個体ではいずれも第4小臼歯が存在していた｡

以上より霊長頬の先天性欠如歯の発現部位はさ

らに慎重に検討する必要があると思われる｡

資料 :9

霊長類におけるABO式血液型活性糖鎖構造の

租税化学的解析

一進化に伴う糖鎖構造の推移について-

伊藤 信彰 (奈良医大)

これまで我々は主として光顕レベルでの各種霊

長頬組織におけるABH関連抗原の局在について

モノクローナル抗体を用いた免疫組織化学的方法

により検討を加えてきた.今回は電扱レベルでの

抗原の局在を,主として消化器系の臓器を用いて

検討した｡実験殺されたマントヒヒ,カニクイザ

ルから得られた臓器 (冒,小腸,大腸,肺臓)に

ついて調べた結果,マントヒヒの胃底腺組織では

主細胞の分泌顕粒 (SG),傍細胞の細胞内細管

徴繊毛と細胞壁,好銀性細胞の細胞質とこれら細

胞の核ヘテロクロマチンにA抗原が存在し,副細

胞のSGにH抗原を認めたが.B抗原はいずれの

細胞においても検出されなかった｡一方カニクイ

ザルの胃底腺ではA,B,H各抗原の発現される

細胞が異なった｡即ち,A抗原が傍細胞の細胞内
細管微繊毛と細胞壁および核ヘテロクロマチンに

詑められ,B抗原は主細胞SGの電子密度の高い
core部に局在した｡マントヒヒ.カニクイザルと

も小腸ならびに大腸では杯細胞のSGにA抗原,

粘液細胞のSGにH抗原を認めた｡尚,H抗原は

SGに限って存在し,核ヘテロクロマチンには認

めなかった｡現在さらに他臓器組織についても検
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